
李前総統の靖国参拝 「私人の信仰の自由」と首相 
 

 安倍晋三首相は３０日夜、同日来日した台湾の李登輝前総統が靖国神社を参拝する

意向を示したことについて、「李氏は私人として来日した。私人として当然、信仰の自由

がある。本人が判断することだ」と指摘した。李氏の来日が日中関係に与える影響につ

いては「ないと思う」と述べ、明確に否定した。首相官邸で記者団に述べた。 

 また、塩崎恭久官房長官は３０日の記者会見で、李氏の来日について、「今回の訪日

は家族の観光旅行と学術文化交流が目的と聞いている。わが国の台湾に対する立場

は日中共同声明にある通りで、李氏の訪日によって何ら影響を受けるものではない」と

述べた。 

(2007/05/30 19:43) 

http://www.sankei.co.jp/seiji/shusho/070530/shs070530002.htm 


